


 

母乳哺育は児とって理想的な栄養法でありその確立は新生児の健康に直結するものである

とともに母体に対しても多くの利点をもたらしめる。しかしながらその現状は必ずしも満

足すべき状態とはいえない。この理由として母乳の意義に対する認識がいまだ不充分であ

ることも否めないが,主に適切な母乳指導法が確立されていないことによると考えられる。

本研究の究極的目標は母乳哺育を一層推進普及することにある。そのためにまず母乳哺育

の現状を把握し,さらに母乳分泌に関係するであろう母児・諸要因を解析し,これらに基づ

いた授乳指導法を設定することを計画した。他方,母乳分泌は内泌学的制御を受けており,

その詳細な知識は母乳指導に理論的な裏打ちを付与するものである。今回代表的な催乳ホ

ルモンであるprolactin(PRL)に着目し,生理的,病的状態でPRLと乳汁分泌との関わりを検

索した。 


